
学校番号 3008 

令和３年度 理科 

 

教科 理科 科目 
物理基礎 単位

数 
3単位 年次 2年次 

使用教科書 「高等学校新物理基礎」（第一学習社） 

副教材等 「アプローチドリル 物理基礎①力と運動」 （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・物理的な現象を、数値的な面から理解し、現象を物理的に理解すると共に、正しい計算技術の

習得を目指します。 

・授業は基本的にプリントを用いて行います。 

・基本的な概念や原理・法則を理解した後、問題演習を行います。ただ答えを求めるのではなく、

考え方、物理的な事物・現象のイメージをつかみましょう。 

・各考査前に、副教材を行い、答え合わせをして提出してもらいます。時間をかけて取り組んで

ください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・物理的な事物・現象に対して，興味・関心を高め，知的好奇心をもって問題を見出し，主体的に解

決しようとする意欲を高める。 

・物理的な事物・現象に関する基礎的な知識及び基本的な概念や原理・法則を深く，系統的に理解さ

せる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

物理学的な事物・現

象に関心や探究心を

もち、主体的に探究

しようとするととも

に、科学的態度を身

に付けている。 

物理学的な事物・現

象の中に問題を見い

だし、探究する過程

を通して、事象を科

学的に考察し、導き

出した考えを的確に

表現している。 

物理学的な事物・現

象に関する観察、実

験などを行い、基本

操作を習得するとと

もに、それらの過程

や結果を的確に記

録、整理し、自然の事

物・現象を科学的に

探究する技能を身に

付けている。 

自然の事物・現象に

ついて、基本的な概

念や原理・法則に対

して理解を深め、知

識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

レポート 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

レポート 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

レポート 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ワークシートの記

述 

レポート 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

1 

学

期 

第
１
章 

力
と
運
動 

 

第
一
節 

物
体
の
運
動 

物理量の測定と扱い方  ○ ○ ○ a: 物体の運動を表すには

どのような方法があるか科

学的に理解しようと取り組

む。変位・速度・加速度の関

係について，理解する。物体

が落下するときのようすな

どに関心をもち，それらの

現象を物理的に考えようと

する。 

b: 物体の運動を表す変位

や速度を，その公式からと

らえ，考えることができる。

等加速度直線運動の加速度

を，その公式からとらえ，考

えることができる。 

連続写真などから，落下す

る物体の加速度を考えるこ

とができる。 

c:速度と時間の関係から加

速度を求められる。自由落

下の特徴を踏まえ，物体の

落下距離を測定して，落下

時間を計算する。水平投射

の鉛直方向の運動が自由落

下と同じになることを確認

する。 

d: 物体の運動に関する基

本的な公式を理解する。 

速度の合成や，相対速度の

公式を理解する。加速度に

関する基本的な公式を理解

する。等加速度直線運動の

公式を理解する。落下する

物体の運動は，鉛直下向き

に一定の加速度をもつ運動

学習状況

の観察 

ワークシ

ートの記

述 

レポート 

定期考査

の結果 

 

速さと等速直線運動 ○   ○ 

変位と速度  ○   

速度の合成・相対速度 ○   ○ 

加速度 ○   ○ 

等加速度直線運動 ○ ○  ○ 

重力加速度と自由落下 ○ ○ ○ ○ 

鉛直投げ下ろし・投げ上げ 

 

 

 

○ ○  ○ 



水平投射 

 

 

 

○ ○  ○ であることを理解する。 

2 

学

期 

第
１
章 

力
と
運
動 

 

第
２
節 

 

力
と
運
動
の
法
則 

力と質量 ○   ○ a:力がはたらくときの物体に

およぼす影響について関心を

もち，力のはたらきを物理的に

とらえようとする。運動方程式

に関心をもち，その利用法を意

欲的に習得しようとする。 

b:さまざまな力の特徴をとら

え，どのように力がおよぼされ

るかを考えることができる。物

体にはたらく力を，ベクトルを

用いて合成，分解し，力のつり

あいを考えることができる。 

ｃ : 物体に異なる方向の力を

加えたとき，はたらく力に，平

行四辺形の法則が成り立つこ

とを確認する。 

ｄ : さまざまな力の特徴を理

解する。力の合成・分解，つり

あいを理解する。運動の３法則

を理解する。物体にはたらく力

を的確に図示する。いろいろな

条件下で，物体にはたらく力を

求め，運動方程式を立てること

ができる。 

学習状況

の観察 

ワークシ

ートの記

述 

レポート 

定期考査

の結果 

いろいろな力 ○  ○ ○ 

力の合成・分解と 

力のつりあい 

 

○   ○ 

運動の３法則 

①慣性の法則 

②運動の法則 

③作用反作用の法則 

○ ○ ○ ○ 

運動方程式の利用（１） 

運動方程式の立て方 

○ ○  ○ 

運動方程式の利用（２） 

２物体の運動 

○ ○  ○ 

第
２
章 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

第
１
節 

仕
事
と
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー 

力がする仕事 ○   ○ a:日常的に使う｢仕事｣と，

物理で使う｢仕事｣の意味の

違いに着目し，｢仕事｣を物

理量として考えようとす

る。運動エネルギーと位置

エネルギーについて，どの

うような関係があるか考え

ようとする。 

b: 運動エネルギーや，仕事

とエネルギーの変化につい

て，どのような関係がある

か考えることができる。 

C: 重力のみが仕事をする

場合，運動エネルギーと位

学習状況

の観察 

ワークシ

ートの記

述 

レポート 

定期考査

の結果 

仕事と仕事率 ○  ○ ○ 

運動エネルギー ○   ○ 

位置エネルギー  ○  ○ 

力学的エネルギー保存の法則 ○   ○ 



いろいろな運動と       

力学的エネルギー 

○   ○ 置エネルギーがどのように

変化するか理解する。 

ｄ: 仕事の求め方，道具を

使用しても仕事の量は変化

しないことを理解する。 

3 

学

期 

 

第
２
章 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

第
２
節 

熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

 

温度と熱運動  ○  ○ a: 熱とはどういうものか

興味をもって考え，熱とエ

ネルギーの関係を考える。 

ｂ: 温度の異なる物体が接

すると熱が移動すること，

物体によって温まり方が異

なることなど，熱の移動に

ついて考える。 

ｃ: 外部と熱のやり取りが

ないとき，熱量が保存され

ることを理解する。 

ｄ: セルシウス温度と絶対

温度の関係を理解する。外

部と熱のやり取りがないと

き，熱量は保存されること

を理解する。 

学習状況

の観察 

ワークシ

ートの記

述 

レポート 

定期考査

の結果 

熱と熱平衡    ○ 

熱と仕事 ○  ○ ○ 

エネルギー変換と保存    ○ 

第
３
章 

 

波
動 

 

波の要素 ○   ○ a: 身のまわりにはさまざ

まな波があることに興味を

示し，波が移動するとき何

が伝わっているか考える。 

横波，縦波が進むようすな

ど，波の基本的な性質に関

心をもつ。 

ｂ: 波が移動する現象を学

習し，波が伝わるときの一

般的な公式を考える。 

横波，縦波を学習し，それぞ

れの特徴を考える。 

c：横波と縦波が伝わるよう

すを観察し，波の伝わり方

とそれぞれの波の特徴を理

解する。 

ｄ: 波の重ねあわせと独立

性について理解する。 

定常波，波の反射などの現

象を理解する。 

横波と縦波 ○  ○ ○ 

波の伝わり方 

・反射 

・屈折 

 

○   ○ 

波の干渉 

 ・重ね合わせの原理 

 ・定常波 

 ・共鳴共振 

○   ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 



 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


